
「駅前放置自転車等の現況と対策－令和４年度調査－」について
－ 調 査 結 果 の 概 要 －

別紙資料

（用語の説明）※自転車等 ・・・自転車及び原動機付自転車
※自転車等駐車場・・・自転車、原動機付自転車及び自動二輪車の駐車場で、不特定多数の者が利用可能なもの

１ 駅周辺における自転車等の放置状況 【図ｰ1】参照

都内の駅周辺（駅から概ね半径500ｍ以内の区域）における自転車、原付及び自二を含む乗入台数
（放置台数と自転車等駐車場の駐車台数の合計）は540,733台でした。このうち、自転車の乗入台数は
524,993台で、そのうち508,670台（約96.9％）が自転車等駐車場に駐車され、残りの16,323台（約
3.1％）が路上などに放置されていました。

（１）自転車、原動機付自転車及び自動二輪車の放置台数
自転車、原付及び自二の放置台数は、17,559台（前年度比 1,871台減）でした。
うち、自転車のみの放置台数は、16,323台（前年度比 1,594台減）でした。

（２）自転車の放置率（乗入台数に占める放置台数の割合）･･･区部4.6％、市部0.6％、町村部0％
自転車の放置率は区部が高く、高い順に、中央区52.2％、千代田区47.2%、渋谷区28.7％、
文京区22.8％、台東区20.5％でした。

【図-１】 放置台数・実収容台数・収容能力・乗入台数推移（自転車、原付及び自二を含む。）
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全国調査

都調査

全国調査･･･自転車100台以上、原付と自二は合わせて50台以上のみを計上
都調査･････自転車、原付及び自二各１台から計上

（万台）



２ 放置台数及び乗入台数が多い駅

【図-２】 放置台数が多い駅の推移

令和４年度 令和３年度 令和２年度

新 小 岩 京 成 立 石 　 赤 羽 赤 羽

326台 274台 301台 813台
（+96台） （+12台） （+95台）

高 円 寺 高 円 寺 幡 ヶ 谷 東 京

313台 263台 267台 775台
（+50台） （+70台） （-3台）

馬喰町、 馬喰 横山 T X 浅 草 恵 比 寿 麻 布 十 番
、東日本橋

301台 243台 265台 766台
（+154台） （-12台） （-99台）

小川町、淡路町 外 苑 前 京 成 立 石 新 宿

208台 232台 262台 731台
（+65台） （+23台） （-6台）

亀 戸 新 小 岩 新 小 岩 秋 葉 原

208台 230台 260台 684台
（+138台） （-30台） （-50台）

【参考】
平成24年度

１位

２位

３位

４位

４位

令和４年度 令和３年度 令和２年度

蒲 田 町 田 　 町 田 三 鷹

9,473台 10,614台 10,615台 11,249台
（+1,119台） （-1台） （-55台）

町 田 三 鷹 三 鷹 蒲 田

9,433台 8,557台 10,491台 10,642台
（-1,181台） （-1,934台） （-1,373台）

三 鷹 蒲 田 竹 ノ 塚 吉 祥 寺

9,414台 8,354台 8,652台 9,986台
（+857台） （+89台） （+97台）

新 小 岩 新 小 岩 蒲 田 町 田

8,339台 7,533台 8,265台 8,826台
（+806台） （+659台） （-1,687台）

吉 祥 寺 吉 祥 寺 吉 祥 寺 竹 ノ 塚

7,720台 7,303台 7,866台 8,609台
（+417台） （-563台） （-2,600台）

【参考】
平成24年度

１位

２位

３位

４位

５位

【図-３】 乗入台数が多い駅の推移

３ 放置自転車等の減少に向けた主な施策

良好な交通環境を整備するとともに街の美観を確保するため、区市町村をはじめ鉄道・バス事業者、
警察、商工関係団体等と連携しながら放置自転車対策に取り組んでいます。

（１）自転車等駐車場の設置等
令和３年度における区市町村の投資的経費（自転車等駐車場の整備等に要する経費）は、
約10.6億円（昨年度比約8.5億円減）でした。

（２）自転車等駐車場の維持管理・放置自転車の撤去等
令和３年度における区市町村の消費的経費（自転車等駐車場の維持管理や放置自転車等の撤去等に
要する経費）は、約154.4億円（昨年度比 約2.3億円減）でした。
またそのうち、放置自転車の撤去、保管及び返還に要する経費は、約46.3億円 でした。

（３）都内6区との協働体制
駅前放置自転車の多い6区（千代田区、中央区、港区、新宿区、文京区、台東区）と放置自転車対
策協議会を開催し、各区のノウハウを共有するなど放置自転車対策の推進を図りました。

（４）駅前放置自転車クリーンキャンペーン
令和４年10月の「駅前放置自転車クリーンキャンペーン」では、駅構内や電車・バス車内へのポ
スター掲出のほか、街頭ビジョンや公共施設等のデジタルサイネージ、ウェブ広告を活用した広報
活動を展開しました。さらにキャンペーン期間中は、区市町村による放置自転車の撤去を積極的に
実施しました。

・駅前等での広報啓発活動 ：113駅実施、延べ221日
・ポスター掲出 ：約4万枚
・リーフレット配布 ：約14.4万枚
・放置自転車の撤去 ：457駅実施、6,258台撤去

・その他、広報動画を制作し街頭ビジョンやデジタルサイネージで放映
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※乗入台数･･･放置台数と自転車等駐車場の駐車台数の合計



4 自転車等駐車場の設置状況 【図ｰ4,5】参照

(1) 令和４年８月末日現在、駅周辺の自転車等駐車場は、2,858箇所（前年度比 9箇所増）でした。
そのうち公設は1,326箇所（前年度比1箇所増）、民設は1,532箇所（前年度比 8箇所増）でした。
近年は、民間事業者による自転車等駐車場の設置が増加しています。

(2) 収容能力は、914,016台（前年度比 14,783台減）、実収容台数は、523,174台（前年度比
14,910台増）でした。

【図-４】設置者別自転車等駐車場数の推移 【図-５】収容能力及び実収容台数の推移

（年度）

5 令和3年度における放置自転車等の撤去、処分等の状況 【図-6,7】参照

（１）令和３年度に区市町村が撤去した放置自転車等：205,000台（２年度比 10,609台減）

（２）令和３年度に持ち主に返還された台数：126,486台（２年度比 6,348台減）

（３）令和３年度に区市町村が処分した台数：82,300台（２年度比 8,557台減）

※ 返還台数、処分台数には、令和元年度中に撤去されたものを含みます。

【図-６】放置自転車等の撤去・返還・処分台数 の推移 【図-７】撤去自転車及び原動機付自転車の処分内訳

・廃棄処分（A+B）：12,399台（15.1%）
・鉄くずとして資源活用（C+D）：2,739台（3.3％）
・リサイクル用途（F+G）：67,162台（81.6％）
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